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靴し翫・いものとすれば・遡・我姻繍謙来嫌　の艶つた調印の如く帽州の・健糖飢。マソ
鄭予i・H・1；　L．う繍「融梱こ撒し翫いという，t・　＝・’　（L．　B。1・…nn，　1844－－19・6）1・よ・・て」魍勘隣

一：・の購妓擬ざるを翫い1破目に　儀融で｝濾る　可逆性の法則」（・h・1・w・fir・。・…Sbili・y）が締的

まいか・　　　　　　　』　　考察によヴ〔畷もi三灘的に糊Lbることが明かにさ
・あ・一・咽羅批判への鱗靴嚇ら蠣　れたカ、ら“C’k。る．。漉刻靴じ。，・酵継は「翻の

批判はヒユ弘σ鞭力囚・によつてなされたが・それ　糊の女rlき｝去則」（1・w・。f・h・　，1・，kw・，k　typ，）勘ll

｝姻騨を院天的綜鋤」（・yn・h・ti・・p・i・ri）な概　うるに陣勤次勅乱雑さ」（・…｛・㎜。・・）に塾礎媚

念として蝋定することによつて，因果擁な根本原理とす　　　く法則の存在することな理解し始めたのであつた。その

硝辮1学の普磁当珪謝犠しようとする…方，il肪　恭裸，今雌く予期しもしなたつブこ重大な1轍1が，綱蟷

に於いてぱ帰納’i勺推理の工E当化をも眼拠付けようとつる　　　にもたらされること｝こなつたのである。

ものであつた・然し［螺関係が・p・i。・三に知られうるも　　それは嘗つでは「厳密な因果法貝rj」（・t・i・t　ca・・a1・1・w・）

のであるという学説は，仮令これを明瞭をこ反駁し偲ない　　　としで拶えられていたものが，今目：「繊，1’的法則」（sta一

にしても，それが単｝こ閃果雑を厳鰍こ定式イヒせんがため　　　tistical　laWS）に”」一ぎないことが明かにされたというこ

の，箏段としてとられた手続にすぎないものと響えると　　　とである。換言すれば「自然法則のもつ確突憧　「（the

とによつ℃・これを拒否することは崩来るであろう。　　　　certaity　of　the　law　of　llature）が「高い確率態」’

　｝燦その後の諸科学つ発墾は，かかる「うtヲミ（t：9綜台ド白」　　　（（high　probabi！ity）な以で1償｝き代えられ，困果法則は

なる隈理の存在を錫かに否竈する方陶に向つていたとい　　　確率的法則に席をゆずるやに見え始めたということであ

いうるのである。例えばユークリツド幾何学に対する非　　　る。果して腎因果律が究局酌な自然の説明1」〔理なのか，それ
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と蝉に「繍卜白槻則性」（・t・・i・tical・・eg・larity）の代　細・とであり，伽鞭努粥識1靴納弼御燥雛

用物にすぎないのか聰姻果斜魁ぐつて・鰻　は，も貯そ榔こ燃醐ナる争可隙W幽’蝿し’る

繭雛脚臓に大練鰍を画き励たので脚　で醐からで・脇飽観梱繍1睡蝸㈱ご，「．
た。ヒn一ム慨きに・騨欄櫛で雷窒げかけ燦惑　　醐1・翻軸嚥燭∫に，ξ1蝋騰も；i漁調する
は冷やr厳駄因騨」か「統言十白勺ナ．翻貝1」，lt－［三」か曝郵　矢II・伽脚勲膳潅・る加うも醍；騨ち・

として，韻騨の1獄に剛撚し始めた艇泌そし　将・桟に附脚灘か帥奴日く雛る嚇一融｝潤
てこのffrafil’i’g”の轍蘭く＝一トーU・ti1己1姪り，プ・・…＞i　4r（M・　する燃剛鵬調Uす繍1灘陣’・ひ脳輪そ麟’S’・t

P1、。。k，1853－m－1947）の量rお惣こよ・・て臓昧，　　艶｝｝i・ろ滅は・捻ろに，観鰹醜麟1・揃rl鴇繍・瞭

イゼバルク（W．Hei・enberg，　1901－）の「不i催1聲1三　理　鱒fヱミ統に循樹1’焔1　Wl勺繍11・獺力恥，齢二いい弓

1鯛」（・h・p・i・・ip1。・f　i・d・t・・mi…y）1・二よ・・』C・猷　征；』捕・従・・’・・てq脚）　1〔・錦ll｛購1脚榊、　ll奪な！1鼎

化され，ここに始めて一一応の結末を見る1こ灘つたのであ　　1醗ドせ・g：，陥鞭「1燗i則1駄・バ7のみ，聴Llされ叡：罰灘

つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いと：111浄力寧力教え六二時，知撒‘ノ聯美1性けみな引遮lll’i

　この結果，濾唄霊少くとも「微視的な領城！（thc　mレ　　いンll：め煽雄来繊ll澱御晶救い難いブッド・1・…！〃14‘f）

cr。，cQpi。　d・。・ni・）に｝蝋糊なる幽騨という1視念鮒　 り上げてい・’…lf・『1醗…ノご調霞父なら識㈱聴i蹴職

込むべきではなく識効ミ厳蹴：鵬lf陀考えているも　鱗」疏禰繍脚醜1’1ゴ脇祝さ・魁浄1［騨阻弓鄭

のは，．漿目；多数の原子的H二1来事に．よつて‘1三ン外出される　　　るからてある。

「巨毛見lil勺環増醤」　（the　macrOScopic　environment）　の却琶

蹴姻想化したものにすぎる・と醐瞭｝副・たの・ご　　　　　6
あつた。かように・慌十世紀の物王lll学は轡つての「物雇狸lfl勺　　　　　　従・．二）レごジイヒ；r．ソノミツノ・（｝｛倫1’｛cichk：nbach，　Is，　91，）

世界の因・職1購造」（th・c・us・1・tr・・t・r・。f　th・phy・i一　が榊・ヨ・酬圓・）研｛燃覇尋ζ、1，ψ・・職；i　rll退隙」；軌

cal　w・・ld）をr確率的智琴造」（P・・b・Dility・t・u・tu「e）　したとぎ，彼｝燗題礁しい薄徽に・・1賭踏み出し’r．い

翻て鷹き代えると共に・知S，WO本撫こ隙・で粗い　たといつてよいゲ娠i銅轍1・軸鰍1鋤・燃繍　・噺究

問題を撮肌，たのであつた・1希｝納的推理の正謝ヒ¢澗　 に属しているのであろうか。これに応えて灘「鱗「’拗

題も，この二附紀の物理学から生rt・・k新しい矯鐸に　i㈱，k」（・b・c・v・ti・n・1　factE）齪瀟な淋霜i働ら

もとついて，今や再解釈をほどこす必要が認められたの　　　しい」（pr（｝bablc）ものに綜するが，　f細鳩購醐縫な」

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（absolutely　certain）ものにはしないかゐだといL・／）”C

　端白勺にいえば，従来の認識論で鳳追求すべき矢瞬灘）根　　　いる。そしてこのような「確からしい」知認i・r窪然的

本・暁格をそのr碗鍵性」（certainty）に｛茜：き，確実なら　　な」知識が誓学納器織論や1翻1掌姻撒豫とな，で榛

ざる知識は学問的ならざる知識としで，認轍論の対象の　　　たところに，新しい時代の｝31識観の本溢｝ジ：蛎為ことな使

塒外に置いたのであつた。例えば含理論では経験ド斗学を　　　は繰返し強調して▼いるのである。

i数学の如ぎ信願度をもつ却識の体系であるべきものと考　　　　確率に対する経験論的解i釈ほ「頻度」（fr“quoncy）と

えていたし，又経験論でも経験餅学な釘実に裏付けられ　　　いうことにもとづし・ている。すなわち域局融，｛鍋越ご1琳麟

た観察的信頼度をもつ知識の体系であるべきものと考え　　　的な智葉でいい現わそうとする場合，我々鳳モ釧賊ミ・ド

ていた。従つて経験論の場合，将来の予測を禽む帰納的　　　の「｛IN対的頻度」（relative　frequeneies）つまり：’1｛：if；tlr）

知識も単なる過去のigi：実に関する知識も同じ確実さ，同　　　何パー・センi・に当るかを以て現わすのが“1タである。「過

じ信顧度をもっべきものと考えていたし又爽際にそう取　　　ヲ21’に観察された頻度」（fre（lucncies　ob＄erved　in　the

扱つても来たのであつた。　　　　　　　　　　　　　　past）と「近似簡的に岡じ頻度が将来に〃急いて屯亦成り

　然しながら観察的な知識とは明かに過夫と現在に局隈　　　立つだろうという仮驚」（the　assuniption　that　th¢same

された知識のことであるのに対し，将来に1調する知識と　　　freguencies　will　ho！d　approximately　for　thc　future）

は何等観察的な性格をもつていない知識のことで’ある。　　　つまり，そのような1轟｝納的推理の上に成り立つもゆが縄

従つて，tのこ二つの知識は明かに区別さるべき：二種類の　　　　験論的確率論なのであるo従つて鋼’llでな投げて埜きが出る

知識としての販扱わるべきものなのである。というのは　　　確率が二分の…であるということは，これから鋼貨な繰

将来に関する舶識とに文字通り予科をたてまえ．とする細　　　り返し繰り返し投げる場齢，投げた剛数の胤一トパーセソ
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1’｝；；これ蓬通り，蛮がliH　tsだろうということ望ビ職味して　　　撒観から，胤ら．を解放し褥なかったからである。このよ

Viいる・　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　うな傭陶惟をもつ知識観に並二つ限り「帰納的推理の」E当

　然しかような頻度解釈に｝凱軍要な二つの困難ヵ歌在　　化」ほ不可能であろう。何故なら，帰納による知識が必

していることを指摘しなければなら取いであろう。鴉け　　　ず翼であるという詐rli明は「経験的」にはなし響なし・から

’てもそのうLらの一一つ臥，かかる頻度解釈が上述の如く帰　　　である。

・納的推理を帽いているということである。そして鼎納的　　　　然し，ライー：；ンバツハが主張する如く，今もし蝉納的

推理のあるところ：具処に鳳必ずヒユ圏ムのあの批判が介　　推灘の結果1：Hて引乏る予測的結論を財1礎」だと箆なす場

荘して来るのである。売ぎに帰納的推運塑の蕉漸化が経験　　　脅には，全く職：情が違つて来るのである。この場台，我

論的穏識論にとつて，解決鯉難な問題であつたのは，そ　　　六にとつて必要なことはその〕二測lll勺結論がよりよい「拙

，れが経験に訴えることによrつではどうしても証明寸るこ　　　飽」となりうるように撰択するということであつて，そ

とが娼来ないという点｝こあつた。この溜識論的原則を無　　　れが必ず真であること鋤必要としないからである。そ1〆

・規しでは，帰納の正当化の証明は威り立ち得なし・であろ　　てかかる「拙窟」ζわ撰択は，確編の度脅な「評価」（ra一

う・而してこの願　を容認した・1脇媚i沈る方途が経　ti・g）することによつて容易1こ偲られるものであるから

1験論的立場に残されているであろうかoジイヒエンベッ　　　である。

ハが緩験論的確率論が1帝納准前『提として始めて成り立つ

、もの舳翻上，その脳化の。，1…蹴榊論の糊でな　　　　　7

」されなければならゐ：いと三r濃するのも，以上の理由にも　　　以上の如ぎツイヒエソバツハの「措鑑論」に対tて，

・とつくものであろう。然らば彼はそれをどのようにして　　　ラツセル（B・Russcll，1872→tJ二「帰納的躍i理の工E糞

行わうというのであろうか。　　　　　　　　　　　　　　化」は「経験的」には1なし偲准いという需纈論的原則1ご

　．凝1、論を先き・に・す「れ‘漢　「｛i窟蹄…白勺な雷ゆヨ」　（probaL）ility　　　　負鯉迄も去蟄づき’・aprioriな1到馴］な編（理1｛，彼の冠斤一隅日イ1｝糸内

’sta・・ternent）をば「描建」（prosit）と見なすことによ・：）　　　の原理」（the　princiPle　Qf　induction）と称するものな

てである。「描定」と？－」：，彼によればそれが奥であるか　　　設窪することによつて，こ牙震ど蕉愚化しようとする。・っ

否かは知らないが，一応真であろうとして服扱うところ　　　まり彼はかかるaprioriな敵理によつで，帰納的推理

の言1媚である。例えば誰かがサイコロを投げて，六の1ヨ　　　による結論が藩然llr勺なものであること，及びかかる叢然

のが出るか否かを私に1ヲモねたと雪る。勿論私｝霊六の1⊇Rよ　　　L蹟が撮ユ度の程度によつて様凌なる翼理の度合を示すこと

出ないだろうと答える。私がそう答えたのほ，確かに六　　　を保舐しようとするのである。成程かかる原灘を設定す

の国が出ないことを私が知つているからではない。ただ　　　ることによつてt一応ライヒエソバツハの場含の如く「帰

六でない目淋出る確率が六分の五であるのに対して，六　　　納の正当化Jを，確率論の枠外でなさねばならぬという

・のlJの出る硫率は罎1かに六分の一一にすぎないことを知つ　　　が如き煩を避けることは出来るであろう。しかしラツセ

ているからにすぎない。この場含，私の警えたこの種の　　　ノし自身もいつているが如く「厳窟な定式化の手段」とし

震湖鴎ライヒエソバツハのいうところの「描定」と呼　　　て・aprioriの原理を用いるということは，決して最

・ばれるものである。私はその答が翼であるかどうかを知　　上の雫段とはいい蟹ないであろう。にも拘らずラッセル

らないのである。ただ出来得る限り真でありうるように　　　がかかる先天的な原理を捲出さざるを偲ないところに，

選択しただけである。　　　　　　　　　　　　・　　　　この問題の容易ならざる難しさがあるといつてよいので

　将来に関する予測的雷明をこのようなr描定」の形に　　　ある・復のいう「帰納の原理」とは次の如き；：一：つの部分

於いて解釈寸る場禽，漉々は懸案の「帰納知推理の正当　　　からなるものであるoすなわち，

化」の問題を，比較約襟易に解決することが出来ると思　　’　ω　Aという或る一建類に属寸るものが，Bという他

うのである。先きのヒユームの因果徹批判に於いて，経　　　の一・定類に属するものと欝に結合して現われ，AとBカミ

験論が「我々の経験｝ま果しで予測的知識を我々に提‘1ヒし，　　結合しない陽合が全く知られていなし・と・ナれば，AとB

うるや」という問題及びこれと閾通せる「帰納的推理は　　　カ§結合して現われるt合の頻度が大であればある程，A

正蝸化しうるや」という問題を解決し偲ずして室しく敗　　　がBに常に結脅して現われるであろう蓋然性も亦益々大

退して行つたのは，彼等が「すべて知識は真であること　　　となる。

を甑羽し得ねばならない」とする合理主嚢の基本的な知　　　（2）圃じ状態に於いて，両薪が縮合して現われる場，K
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の頻度が十分に大であれば，将来の場合にも両瀞が結合　　　2・B・Russ¢11：Thc｝P「°1）lems　of　philosophy・1’°n－’

して現われるで紡う撚隙殆んど　鋏轍碗し謀　　　　　 d。・・1951

無：1艮に1朕性に耐くであろう，というのである。　　3・　〃・AHi・t。ry°f　W“stcm　Phi1°・°Phy，・

彼はこの羅によ・：・て，伽¢・日削柵こ於ける…切　　　　　N・wY。rk，桝5

の1購に確黙嘱徽拠を械ようとしている礎あ　4・　〃　・0・tline　o’f　phil°9・　°　phy，1927

る．しかし前述の如も「厳麟で獣化の手闘として　　5・　”　・（）ur　lくn・wi。dg。。f　t11°Exteriyil

かかる購の撚搬肌ているとの非難を勘しても　　　　　w・・ld，　tg29
勲がれることが出勅い・Pで購るまいか．これ獄寸　6・　〃　・漁na・・K，・…1・ge　its　Sc曜“nd

し，「描定」を説く河ヒ・・ンバッ・・の搬に｝溺覇詐こ　　　　　Limi匡・，1．・。nd・）n・ig・ta

我々の日常生活に期一る行鋤そのものがかかるr賄茎」　　7．O・R・F・i・・h・　C’　taug．　al三ty・il’1　M。dern烹’hy・ik・

の形をとつている以一ヒ，極めて：肉然に思われるのであ　　　　　　　　　　　　　　The　L至3じ¢n¢ち　JamULry　22・

る。そういう意味で，より｛フ．イヒxンバツハの理論に工E　　　　　　　　　　　1953

漸化の成功を感ずる・凋二獅，私だけであるうか。　　　8．胴卜継駅：ハンス・ライ1・　：r．ンバツ・ノ鰹釈塔乞

　　　　　　　　携婦　　　，訓聯、1響1寧，．，。繍騨の
　1．　H．Rclじ1ienbach：「1’he　Risc　of　t，　cientlfic　phi．一　　　　　　　　　　　　　　　　諸問題

　　　　　　　　　　　10S（，phy，　19S1


